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浅海底地形学：新たな分野の開拓と展望

Coastal Seafloor Geomorphology: launching of a new field and

perspectives
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　水深130m以浅の浅海域は，氷期・間氷期の海面変化に伴って，侵食・堆積作用を交互に受けながら地形が

つくられる地域である。しかし，従来の地形学では議論されることが極めて少なかった。最近，マルチビーム

測深等の探査技術の発展に伴って，正確かつ詳細な沿岸浅海域の地形測量を進めることが可能となってき

た。本発表では，浅海底を対象とした地形学の新規性と可能性について，世界の研究事例や我々のグループの

研究資料を基に議論する。
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